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横浜市中央農業委員会  第８期第15回総会 議事録 

日  時 令和６年９月26日（木）14時15分～15時30分 

開催場所 都筑区総合庁舎６階会議室 

出席者 

の状況 

総委員数  19名 

出席委員数 13名 

欠席委員数 ６名 ※別添出欠状況表のとおり

開催形態 公開（傍聴者０人） 

議  題 １ 議案 

第１号議案 農地法第３条の規定に基づく許可申請に対する処分決定について 

第２号議案 農地法第４条の規定に基づく許可申請に対する意見決定について 

第３号議案 農地法第４条の規定に基づく許可取消願に対する意見決定について 

第４号議案 農地法第５条の規定に基づく許可申請に対する意見決定について 

第５号議案 農地法の適用を受けない土地に係る非農地証明について 

第６号議案 相続税の納税猶予に関する適格者証明について 

第７号議案 農地造成工事の承認について 

第８号議案 買取らない旨の通知をした生産緑地のあっせんの協力について 

２ 報告事項 

第１号 農地法第３条の３の規定による届出について 

第２号 農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出に対する受理について 

第３号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出に対する受理について 

第４号 農地法第 18 条第６項の規定による合意解約通知について 

第５号 相続税の納税猶予に係る引き続き農業経営を行っている旨の証明について 

第６号 農地の転用事実に関する照会文書の回答について 

第７号 農業委員会が発行した８月分扱い諸証明の確認について 

第８号 農業経営改善計画の認定について 

第９号 令和６年度農地パトロール（利用状況調査）の 

事前調査結果について（中間報告） 

審議結果 第１号議案 

24番 許可 

第２号議案 

15番 許可相当 

16番 許可相当 

17番 許可相当 

18番 許可相当 

第３号議案 

１番 許可取消相当 

第４号議案 

24番 許可相当 
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25番 許可相当 

26番 許可相当 

第５号議案 

41番 証明交付 

42番 証明交付 

43番 証明交付 

44番 証明交付 

45番 証明交付 

46番 証明交付 

第６号議案 

 ８番 証明交付 

第７号議案 

２番 保留 

３番 承認 

第８号議案 

15番 協力 

16番 協力 

議     事 

事務局 （開会 14 時 15 分） 

事務局から出席状況（出席委員 13 名、欠席委員６名）を報告し、法第 27 条第３項

の規定により総会成立要件を満たしていることを報告する。 

 横浜市中央農業委員会会議規則第４条の規定により、角田昇会長が議長となる。 

 

議長 それでは、ただ今から第 15回総会を開催します。 

本日の議事録署名人は、議席番号 10 番 金井 健委員、11 番 小池 誠一郎委員に

お願いします。 

それでは、第１号議案「農地法第３条の規定に基づく許可申請に対する処分決定に

ついて」審議します。 

24番について、事務局から説明して下さい。 

 

事務局 

 

当該地をもともと所有している前所有者の遺言として、畑の一部を姪の譲受人に渡

すものです。なお、遺言により遺言執行者は譲受人と同一の人物を指定しています。

本来であれば、分筆してから申請をするように指導するところですが、分筆自体が３

条の許可条件ではありませんので、譲受人の３条の許可要件があるかについて審議し、

土地の一部について許可を行います。 

譲受人は同じ世帯の母が所有している申請地の向かいの土地を耕作しています。耕

作状況については、様々な野菜を作っており、良好に耕作されております。世帯も母

を含めて従事者は３人おり、１５０日以上耕作を行っています。もともと地元の方な

ので周囲との調和要件については問題ありません。 

以上、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可要件を満たすと考えております。 
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議長 24番について、地区担当の平本委員の意見はいかがですか。 

 

平本委員 

 

 露地野菜を耕作しており問題ないと考えます。 

 

議長 24番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

他の委員の意見が無いようですので、24番について許可とすることに賛成の方は挙

手をお願いします。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数と認め、24番は許可と決定します。 

続いて、第２号議案「農地法第４条の規定に基づく許可申請に対する意見決定につ

いて」審議します。15番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

 

本申請による転用用途は、自己住宅です。本家に申請者の母、申請者の妹、申請者

家族とで住んでいましたが、子の成長に伴い部屋が手狭になったため新しい家の建築

を検討していました。本家に引き続き住む母の介護の事情等を考慮すると、申請地以

外に適地がないことから、今回の申請に至りました。 

なお、本申請は筆の一部の転用であり、残農地は申請者が引き続き耕作をします。 

立地基準は第３種農地、前面道路に上下水道管が埋設されており申請地から 500m以

内に上川井幼稚園と上川井小学校があります。 

建物以外の土地について、アプローチと駐車場部分は砕石敷き、その他は土のまま

として雨水は自然浸透させます。申請地と残農地の境界はコンクリートブロック２段

で区画します。建物内の汚水は前面道路の公共下水道に接続して排水し、雨水は前面

道路の側溝に接続し排水します。 

風致地区に該当するため、申請地内に緑地を設けることを建築局建築企画課へ許可

申請しています。 

以上、許可相当として市へ進達したいと考えております。 

 

議長 

 

15番について、地区担当の阿部委員の意見はいかがですか。 

阿部委員 

 

事務局の説明どおり、問題ありません。 

議長 

 

15番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

 

議長 

 

他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、15番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 （挙手） 
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議長 

 

賛成多数と認め、15番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、16番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

  

 

今回の本申請による転用用途は、資材置場です。申請者は相続によって取得しまし

たが、農業と関係のない会社員として勤めています。申請地の維持管理が大きな負担

になっており、今後の有効活用を検討していたところ、資材置場として借り受けたい

との申し入れがあったため転用申請されました。 

借受法人は奈良県桜井市と横浜市港北区に事務所を構える仮設事業者です。現在、

旭区桐が作で750㎡の事業地を借地していますが、近年事業拡大に伴い資材の在庫が増

加したことから手狭となり、積み重ね保管している資材に登り積み下ろし作業があり

危険が伴うため、900㎡を超える土地を探していたとのことです。 

立地基準は第３種農地、前面道路に上下水道管が埋設されており申請地から500m以

内に茅ケ崎東なのはな公園、茅ケ崎東小学校があります。 

場内は砕石敷きとし雨水は自然浸透させます。西側に設ける出入口部分以外に新設

ブロックとフェンスを設置します。北側は既存のパネル塀とブロックがあり、東側は

既存ブロックとフェンスを活かします。南側は既存ブロックとフェンスを活かし、一

部に新設のブロックとフェンスを設置します。出入口部分はアスファルト塗装のスロ

ープにします。 

アスファルト塗装部分の雨水処理と道路のＵ字側溝の横断については都筑土木事務

所と協議済みです。 

計画・被害防除も適切に行われることから、許可相当として市へ進達したいと考え

ております。 

議長 

 

16番について、地区担当の金子宏正推進委員の意見はいかがですか。 

 

金子宏正 

推進委員 

 

 以前は貸付を行っていましたが、返還された場所です。所有者は耕作ができず近隣

も困っていた場所なので、資材置場となることは問題ないと考えます。 

 

議長 

 

 

16番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、16番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、16番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、17番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

本申請による転用用途は、駐車場です。申請者は相続によって取得しましたが、農

業と関係のない業種で勤めています。後継者もいないことから今後の有効活用を検討

していたところ、駐車場として借り受けたいとの申し入れがあったため転用申請され

ました。 
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借受法人は川崎市に主たる事務所を構える運送業者です。現在、事務所と駐車場２

箇所の事業地で合計 1265㎡を賃貸していますが、既存の駐車スペースが既に手狭であ

ることに加え近年事業拡大に伴い保有台数を増車する予定があり、3000 ㎡程度土地を

探していたとのことです。 

立地基準は第３種農地、前面道路に上下水道管が埋設されており申請地から 500m以

内に中川八幡山公園、中川なでしこ公園があります。 

案内図右側と左側の申請地は砂利敷きにした上で、雨水は雨水浸透施設と出入口部

分にあるＵ字側溝によって排水します。右側の申請地は、北東側は既存ブロックを活

かします。南東側は２m の擁壁を新設します。南西側は型枠コンクリートブロック２

段～８段を新設します。出入口の近くに立ち上がり水栓を設置し公共下水へ排水しま

す。左側の申請地では、北東側は型枠コンクリートブロック２段を新設します。北西

側に２mの擁壁を新設します。出入口部分を除いた南東側は２mの擁壁を新設します。

南西側は型枠コンクリートブロック２段～10段を新設します。南東側の出入口部分は

スロープにします。 

雨水の処理と汚水の処理について都筑土木事務所に確認済みです。雨水浸透阻害行

為許可については 1,000 ㎡以上のため許可を要することから横浜市河川管理課には受

付済みです。擁壁工事については、建築局調整区域課に許可不要と確認済みです。 

以上、許可相当として市へ進達したいと考えております。 

 

議長 

 

17番について、地区担当の金子宏正推進委員の意見はいかがですか。 

 

金子宏正 

推進委員 

 

相続で取得しましたが農業は全くやっていない方です。駐車場とすることも問題な

いと思います。コンクリートブロック積が少し高いですが、丈夫なものと聞いており

問題ないと考えます。 

 

議長 

 

17番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、17番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、17 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、18番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

申請者は、高齢により農業の縮小を検討していました。自宅横の土地の活用を検討

していたところ、近隣の運送業を営む会社より駐車場として貸してほしいと依頼があ

ったため、農地を転用するものです。 

借受法人は、都筑区に事業所がありますが現在の敷地の駐車場は立ち退きを要求さ

れていたため、新しい駐車場を探していたとのことです。 

立地基準は第３種農地です。羽沢インター300ｍ以内です。 
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雨水は砕石敷きにより自然浸透させます。隣接農地との境は、高さ 30㎝の鋼板土留

めを設置し、被害防除します。なお、残農地は申請者の畑です。よって計画は了承さ

れており、被害防除も問題はありません。 

以上、許可相当として市へ進達したいと考えております。 

 

議長 

 

18番について、地区担当の加藤義晴委員の意見はいかがですか。 

 

加藤義晴 

委員 

 

 周辺への影響は、土地所有者の畑しかないため問題ないと考えます。 

議長 

 

18番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、18番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、18 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、第３号議案「農地法第４条の規定に基づく許可取消願に対する意見決定に

ついて」審議します。１番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

当初の許可申請は令和５年５月総会の案件で、一般廃棄物運搬業を営む法人に駐車

場として賃借するために転用許可申請が出されたものです。農業委員会総会において

許可相当として市に進達し、令和５年６月 23日に農地転用許可が出ていますが、転用

の見込みがなくなったため、今回許可取消願が提出されました。 

農地転用許可を受けた者が、やむを得ない事情により事業を実施できない場合は、

一定の要件のもと願出による許可の取り消しが認められています。 

要件について説明します。 

・事業実施の催告等を行った後も工事に着手または工事を完了しないまま農地を放置

していること 

・転用事業を完了させる見込みがなく、事業計画変更を承認することができないと認

められること 

・転用できない理由が、許可日以降に生じたやむを得ない事情であること 

・現況が農地であり現に耕作されているか、農地に復元し耕作を行うことが確実であ

ること 

・営農計画書が提出されていること 

・相当の期間耕作を行う旨の誓約書が提出されていること 

・転用許可後に登記簿上の所有権が変更されていないこと です。 

本件の経緯についてですが、申請者が許可日以降に工事を施工しようとしたところ、

既存擁壁の基礎部分の構造により、安全鋼鈑の設置位置が境界から 1.5m～2.0mほど後

退しなくてはならなくなり、計画通りの工事ができないことが発覚しました。このため、
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当初予定していた 170 坪の有効面積が確保できなくなり、借受法人に事情を説明しま

したが、使用可能な面積が減ってしまうのであれば賃借の話を白紙に戻したいと言わ

れてしまい、転用事業を完了する見込みが立たなくなったため、許可取消願が提出さ

れました。 

現地は農地のままであり、借受人の撤退により転用事業が完了する見込みはなく、

他に転用計画もありません。許可日以降の工事着工のタイミングで計画通りの工事が

できず、借受法人との貸借の話が白紙になってしまったため、申請者の責めに帰すべ

き理由ではありません。営農計画書と相当の期間耕作を行う旨の誓約書が提出されて

おり、登記簿上の所有権も変更されていません。 

以上、取消による要件を満たしており、取消相当であると考えていますので、ご審

議のほどよろしくお願いします。 

 

議長 

 

１番について、地区担当の加藤保委員の意見はいかがですか。 

 

加藤保委員 事務局の説明どおり、問題ありません。 

 

議長 

 

１番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、１番について許可取消相当とすることに賛成の方は挙手をお願

いします。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、１番は許可取消相当とし市に進達します。 

続いて、第４号議案「農地法第５条の規定に基づく許可申請に対する意見決定につ

いて」審議します。24番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

議案書記載の建築面積を「117.59㎡」に修正をお願いします。 

譲渡人は申請地を相続税納税猶予の適用を受けて耕作していますが、高齢となり畑

の維持管理に苦慮している状態です。譲受人は賃貸住宅に住んでいましたが、近くに

引っ越して農業を手伝おうと考えていました。家族もあるため家を新築するつもりで

すが、周辺に建てられる場所も無く譲渡人の土地で十分広さを確保できることから、

申請に至りました。 

立地基準は第２種農地です。申請地は市街化区域から500ｍ以内にあり、周辺の集

団農地は10ha未満です。 

敷地内雨水は自然浸透させます。駐車スペースのみコンクリート敷とし、建物上に

降る雨水と合わせて雨水桝に集水し、前面道路U字溝に接続し排水します。周囲はコ

ンクリートブロック最大５段積を新設します。 

申請者の所有農地に違反転用は見当たりません。 

他法令に関して、８月27日に建築局で建築物の新築許可申請受付済みです。風致地

区に該当するため、８月27日に建築局で風致地区内行為許可申請受付済みです。雨水

を前面道路側溝に排水することについて、７月29日に緑土木事務所確認・了承済みです。 
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また、申請地は相続税納税猶予の適用地のため、農地転用許可が下りた場合、納税

猶予が一部確定となります。すみやかに相続税額及び利子税の納付が必要となるた

め、譲渡人は緑税務署と事前に相談しています。 

計画は妥当であり、適切な被害防除も行われることから許可相当と考えます。 

 

議長 24番について、地区担当の小島委員の意見はいかがですか。 

 

小島委員 

 

 周囲は竹が繁茂している場所です。問題ありません。 

 

議長 24番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、24番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数と認め、24 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、25番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

譲渡人は申請地を相続しましたが、農業者は一人もおらず、草刈りなどの維持管理

に苦慮している状態です。譲受人は隣接地に資材置場を所有する法人で、都筑区で土

木業を営んでいます。譲受人は池辺町の隣接地と川和町の２か所に駐車場を兼ねた資

材置場を所有していますが、コロナ明けの需要増に伴う資材の増加と新規雇用者の通

勤用乗用車の駐車スペースを確保するために、申請を行います。現在使用している資

材置場と同程度の面積を使用できる土地を探していましたが、売買契約の見込みのあ

る場所が申請地しかなかったため、申請に至りました。 

立地基準は第２種農地です。申請地は市街化区域から500ｍ以内にあり、周辺の集

団農地は10ha未満です。 

敷地内雨水は自然浸透させます。隣接地との境界はは高さ３ｍの万能鋼板を新設し

ます。 

既存資材置場と申請地は高低差が５ｍほどあるため、関連事業地の池辺町3159-1と

3159-2の山林の一部に砂利敷きスロープを新設します。 

申請者の所有農地に違反転用は見当たりません。 

他法令に関して、雨水桝の設置および雨水浸透について手続きが必要ないことを、

横浜市道路局河川管理課に確認済みです。また、関連事業地の池辺町3159-1と3159-2

の一部にスロープを作ることについては、宅地造成工事規制区域に伴う申請手続きが

不要であることを、建築局調整区域課に確認済みです。 

以上、５条許可相当として市へ進達したいと考えますので、ご審議のほどお願いし

ます。 

 

議長 25番について、地区担当の中山推進委員の意見はいかがですか。 
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中山推進委員 

 

 高低差がかなりある場所です。雨水の許可もいらないと聞いていますが、５ｍ以上

上にある資材置場から傾斜を通って運搬するとなると、道路下まで土砂があふれてし

まう可能性が考えられます。そういった点に十分注意して使用するよう指導していた

だきたいです。 

 

議長 

 

 この点に関して、事務局から補足事項はありますか。 

事務局 

 

 土の切り盛りや雨水浸透阻害行為に関しては受付後に事務局から担当部署にも確認

しています。また、隣接地は申請地と所有者が同じであり問題ないと考えますが、ご

発言のとおり高低差のある場所のため改めて十分配慮するよう伝えます。 

 

議長 25番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、25番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数と認め、25番は傾斜地の施工について配慮することを条件に許可相当とし

市に進達します。 

なお、譲渡人の所有農地に関する非農地証明に関しては、第５号議案 42 番、45 番

にて証明発行することとしています。 

続いて、26番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

 

譲渡人は土地の形状が耕作に向かないとして農地の耕作が困難のため申請地の有効

活用を検討していました。 

譲受人は東京都飯田橋に本社を置く建築土木業を営む業者です。近年、工事の需要

が増加しており花博関連の需要に対応するため資材置場を探していました。 

当該地は環状２号線や保土ケ谷バイパスに近く、工事現場に向かうのに最適な場所

です。また、周囲に民家がないため近隣に迷惑をかけないとのことで選定されました。

なお、地形が急であり有効活用面積は公道に接している部分のみとなります。 

立地基準は第３種農地です。前面道路に下水・ガス管があり、５００ｍ以内に街区

公園、病院があります。 

被害防除について、資材置場として利用する部分と、斜面地で利用できない部分と

の境には崖があるので、高さブロック５段積を設置します。また、追加で防災鋼板を

設置し、斜面地から資材置場に土砂が落ちてこないようにします。敷地内については

段差があります。宅地造成等規制法に抵触しない範囲で切土・盛土を行い、傾斜をゆ

るくして資材置場として使えるようにします。資材置場の敷地内には転圧・砕石を敷

き雨水は自然浸透とします。水勾配をつけ新設・グレーチングを設置して雨水の公道

への流出を防ぎます。農地との境については、農地所有者との協議により畑が崩れな

いように養生シートで隣地と区別し芝をはることで、上部の畑が崩れないようにします。
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なお、申請地上部は斜面が多く大量の資材を置いたり転圧などを行うことができない

ため、可能な範囲で資材を置き有効活用します。西側については隣接資材置き場との

境です。高低差があるためロープにより区別します。 

計画は妥当であり、適切な被害防除も行われることから許可相当と考えます。 

 

議長 26番について、地区担当の鈴木推進委員が欠席のため、代理の平本委員の意見はい

かがですか。 

 

平本委員 

 

 事務局の説明どおり問題ないと聞いております。 

 

議長 26番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、26番について許可相当とすることに賛成の方は挙手をお願いし

ます。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数と認め、26 番は許可相当とし市に進達します。 

続いて、第５号議案「農地法の適用を受けない土地に係る非農地証明について」審

議します。41番から 46番までについて、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

41番について、立地基準は第２種農地です。10年間、駐車場として使用されている

ことを土地課税台帳登録事項証明で確認しました。 

42番について、立地基準は第２種農地です。11年間、耕作されず山林状態となって

いることを土地課税台帳登録事項証明書で確認しました。 

43番について、立地基準は第３種農地です。16年間、住宅敷地として使用されてい

ることを航空写真で確認しました。 

44番について、立地基準は第２種農地です。10年間、通路として使用されているこ

とを土地課税台帳登録事項証明書で確認しました。 

45番について、立地基準は第３種農地です。11年間、住宅敷地として使用されてい

ることを土地課税台帳登録事項証明書で確認しました。 

46番について、立地基準は第２種農地です。17年間、耕作されず山林状態となって

いることを航空写真で確認しました。 

 

議長 41番から46番までについて、委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、41番から46番までについては承認し証明交付することに賛成の

方は挙手をお願いします。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数のため、41番から46番までにつきまして証明交付とします。 
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続いて、第６号議案「相続税の納税猶予に関する適格者証明について」審議します。

８番について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

当該地は生産緑地です。相続人は露地野菜を栽培しております。今後も引き続き農

業経営を行うことを確認済です。 

現地の状況については地区担当の齋藤推進委員に申請者立ち合いのもと、確認いた

だいております。なお、除外物は農業用倉庫 15.4㎡です。 

以上のことからから、「相続税の納税猶予に関する適格者証明書」の交付につきまし

て、妥当であると考えております。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長 ８番について、地区担当の齋藤推進委員の意見はいかがですか。 

 

齋藤推進委員 隣地の農地の確認に行った時からきれいに管理されています。何ら問題ありません。 

 

議長 ８番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、８番について証明交付することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

委員 （挙手） 

 

議長 賛成多数と認め、８番は証明交付とします。 

続いて、第７号議案「農地造成工事の承認について」２番から３番について、事務

局から説明してください。 

 

事務局 

 

２番についてですが、申請書類の記載事項の不備や必要な書類の添付がなかったた

め、行政手続法及び横浜市行政手続条例に基づき、相当の期間を定めて当該申請の補

正を求めましたが、今月の審議までに間に合わなかったため、２番については保留と

します。申請者もその旨は了承しています。なお、申請者は補正の意思はあるため、

来月以降、補正が完了した際に再度審議する予定です。 

３番について、申請地は緑区の鴨居東本郷農業専用地区内の農振農用地です。申請

地はこれまで露地野菜畑として利用されてきましたが、令和６年８月に利用権が設定

され、借主が今後オリーブを栽培するにあたり、それに適した土壌とするために農地

造成を行うものです。今回、工事は土地所有者の同意を得た上で、借主自身で行うた

め、造成主及び工事施工者が借主となっています。 

造成計画についてです。申請地に堆肥を搬入、天地返しを行い、結果として現行地

盤から最大で 1m 高くなる計画です。搬入する堆肥は千葉県匝瑳市の業者から購入する

もので、オリーブの耕作に適したものとなっています。 

申請地の東・南側は道路と接しており、北・西側は畑に隣接しています。現在、申

請地は道路面から約 90cm高くなっており、今回の盛土で道路面との高低差は最大で約

1.9mになります。道路側は現在の法面上に鋼鈑土留めを施工し、その設置箇所から約

20cm セットバックした位置から新たに約 30 度の法面をつくります。農地境界には雨
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水対策として素掘り側溝を設置して、その内側から新たに法面をつくります。法面は

すべて防草シート張りとして保護します。計画内容は隣地所有者に説明し、同意は得

られています。 

今回の計画が横浜市の技術的基準に適合し、農振整備計画への支障がないことも確

認しています。以上、十分な安全措置は取られており、隣接農地等への影響は少ない

と思われますので計画は妥当と考えます。ご審議をお願いいたします。 

 

議長 ２番については、保留といたします。 

３番について、地区担当の小原推進委員の意見はいかがですか。 

 

小原推進委員 

 

法面の30度を保ち、現在借りている面積より有効面積が小さくなってしまいますが、土

壌改良等を行いながらきちんと耕作していく予定と聞いてます。問題ありません。 

 

議長 

 

 

 

３番について、他の委員の意見、質問等はありますか。 

無いようですので、３番については承認することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

委員 

 

（挙手） 

 

議長 

 

賛成多数と認め、２番については保留、３番は承認と決定します。 

続いて、第８号議案「買取らない旨の通知をした生産緑地のあっせんの協力につい

て」審議します。15 番から 16番について事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

15番、16番ともに生産緑地指定から30年経過による買取申し出です。 

市長より農業者の皆さまへのあっせん等の協力依頼がありましたので、情報提供さ

せていただきました。買取希望がある場合は、10月４日を期限として、事務局までご

連絡いただければと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長 

 

 

 

15番から 16 番について、あっせんに協力します。 

以上で、第 15回総会審議事項の審議を終了します。 

続いて、報告事項について野路職務代理お願いします。 

野路職務代理 報告事項第１号から第８号について、事務局から説明してください。 

 

事務局 

 

（報告事項第１号から第８号まで、議案書のとおり一括報告） 

 

野路職務代理 ただいまの報告につきまして、意見、質問等はありますか。 

無いようですので、報告事項第１号から第８号までを了承とします。 

続いて、報告事項第９号「令和６年度 農地パトロール(利用状況調査)の事前調査

結果について」事務局から説明してください。 
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事務局 席上に配布しました「令和６年度 農地パトロール（利用状況調査）の事前調査結

果について（中間報告）」をご覧ください。 

６月から９月にかけて実施いたしました利用状況調査の事前調査に関する結果をも

とに、農地法第32条第１項第１号・第２号に該当する農地を決定し、今後の農地の利

用意向について、農地所有者にご回答いただきます。 

第１号に当てはまる農地を通称１号農地、第２号に当てはまる農地を通称２号農地

と呼んでいます。１号農地は「現在耕作がされておらず、また今後も耕作される見込

みのない農地」を指し、状態としては圃場全体に全く手が入れられておらず、荒れ具

合が大きい農地を指定しています。２号農地は「農業上の利用の程度がその周辺にお

ける農地と比べて劣っている農地」を指し、状態としては営農状況が良い集団農地の

中で遊休化が進みつつある農地を指定しています。 

今年度は、13筆、合計7,776㎡を１号・2号農地候補としています。 

参考として昨年度は中間報告で16筆、合計10,554㎡を計上し、最終的には1号農地１

筆1,174㎡、２号農地５筆2,227㎡でした。候補地の地番等は「令和６年度 １・２号

農地の候補地一覧」に記載しております。 

11月の総会で１号農地・２号農地の決定について諮り、11月の月末までに利用意向

調査の書類を発送します。候補地のご事情をご存じであったり、委員と事務局の働き

かけ等により、11月総会前に農地の状態が改善されたりすることもあるかと思います

ので、地区担当委員には、後日個別に、候補地の確定に向けてご相談させていただき

ます。11月の総会で１号農地・２号農地を確定、利用意向調査の発送後、所有者から

「自作希望」「貸付希望」「農園開設」のいずれかを選んで、回答用紙を返送していた

だきます。 

また、１号農地・２号農地に該当しない荒地について、北部農政事務所と合同で改

善するよう通知を出します。こちらの農地については、11月の総会で１号農地・２号

農地の確定とともに報告させていただく予定です。さらに、違反転用が疑われる農地

については、12月の総会で報告させていただく予定です。報告は以上です。 

野路職務代理 ただいまの報告につきまして、意見、質問等はありますか。 

事務局 追加で一点ご案内します。遊休農地対策の研修会を、１月総会前後の時期で設ける

予定です。 

議長 夏の調査後に設けたいという話があったものです。３０分程度で考えています。活

発な意見交換を期待します。 

野路職務代理 他に意見、質問等はありますか。 

無いようですので、報告事項第９号を了承とします。 

これをもちまして、第15回総会を終了します。 
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（閉会 15 時 30 分） 

会長は議事録を作成し、議長は署名人とともに署名する。 

令和  年 月 日 

 議 長 

 署名人 

 署名人 
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令和６年９月26日開催 第15回総会出欠状況 

【農業委員】 

番号 氏 名 役 職 名 出欠状況 備  考 

１ 角 田   昇 会長 出席 議長 

２ 野 路 幸 子 会長職務代理者 出席  

３ 飯 田   清  欠席  

４ 加 藤 義 晴  出席  

５ 小 島 重 信  出席  

６ 平 本 武 夫  出席  

７ 坂 田  清 一  出席  

８ 白 井 秀 幸  欠席  

９ 阿 部   敏  出席  

10 金 井   健  出席 議事録署名人 

11 小 池 誠一郎  出席 議事録署名人 

12 岡 本   肇 連合会理事 出席  

13 菅 沼   進  欠席  

14 杉 崎 精 一  出席  

15 関 戸 裕 一 連合会理事 欠席  

16 小川名 重 典 連合会理事 欠席  

17 加 藤   保  出席  

18 石 井 芳 明  出席  

19 守 谷   弘  欠席  

 

【農地利用最適化推進委員】 

番号 氏 名 役 職 名 出欠状況 備  考 

１ 飯 嶌 啓 吾  出席  

２ 荻 野   清 連合会理事 出席  

３ 金 子 宏 正  出席  

４ 川 田 昭 一  出席  

５ 鈴 木   昇 連合会理事 欠席  

６ 関 口 正 徳  出席  

７ 中 山   勝  出席  

８ 根 本 栄 治  出席  

９ 村 岡   鐘  出席  

10 井 上 太 市  出席  

11 内 田 英 一 連合会理事 出席  

12 大 矢   勝  出席  

13 金 子 晴 男  出席  

14 河 原 俊 一 連合会監事 欠席  

15 小 原 甲 史  出席  

16 齋 藤 春 美  出席  

17 佐 藤 孝 春  出席  

18 新 川 和 生  出席  

19 森   正 明  出席  

  

その他会議に出席した関係者の氏名：なし 
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